
   戸田市障害児（者）生活サポート事業助成金交付要綱 

 （趣旨） 

第１条 この要綱は、別に定める戸田市障害児（者）生活サポート事業実施要

綱（平成１０年１２月２４日市長決裁）に基づき予算の範囲内において戸田

市障害児（者）生活サポート事業助成金（以下「助成金」という。）を交付

することについて、必要な事項を定めるものとする。 

２ 前項の助成金の交付及び手続等に関しては、戸田市補助金等交付規則（昭

和５７年規則第３５号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この

要綱に定めるところによる。 

 （助成額） 

第２条 前条の助成金の額については、基準単価に登録利用者の利用時間を乗

じて得た額とする。 

２ 前項の基準単価は、各登録団体における１時間当たりの利用料に２を乗じ

て得た額とする。ただし、埼玉県障害者生活支援事業補助金交付要綱別表２

第１号に規定する限度額を限度とする。 

３ 第１項の利用時間は、登録利用者に係るものとし、登録利用者１人につき、

１年度ごとに１５０時間を限度とする。 

４ 第１項の利用時間の算出方法は、登録利用者の１回の利用ごとに１時間未

満の端数が生じた場合は、３０分未満は切り捨て、３０分以上６０分未満は

これを０．５時間として積算するものとする。 

 （交付申請） 

第３条 規則第４条第１項に規定する交付申請書の提出期限は、各年度５月 

３１日とする。ただし、登録を受けた年度については、登録月の末日とする。 

２ 規則第４条第１項第５号の市長が必要と認める書類は、登録団体の加入す

る傷害保険加入証書の写しとする。 

 （助成金の交付） 

第４条 助成金は、規則第１６条第１項ただし書の規定により、四半期ごとの

登録利用者の利用時間に応じて、請求月の翌月末までに支払うものとする。 

２ 登録団体は、規則第１６条第２項に規定する請求書に次に掲げる書類を添

付して、各四半期後の翌月中に、助成金の交付請求を行うものとする。 

 (1) 生活サポート事業助成金計算書（第１号様式） 

 (2) 生活サポート事業利用集計書（第２号様式） 



 (3) 生活サポート事業利用記録簿（第３号様式） 

 （実績報告） 

第５条 規則第１３条に規定する実績報告書の提出期限は、翌年度の４月３０

日とする。 

２ 規則第１３条第２号の市長が必要と認める書類は、事業報告書（事業内容

を含む）とする。 

 （備付書類の保管） 

第６条 登録団体は、この事業に係る収入及び支出等を明らかにした帳簿を備

え、かつ、当該収入及び支出等についての証拠書類を整備保管しておかなけ

ればならない。 

２ 前項の帳簿及び証拠書類は、当該助成金の交付決定に係る会計年度の翌会

計年度から５年間保管しなければならない。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定めるものと

する。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１１年１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成１０年度に限り､第２条第３項中｢１５０時間｣とあるのは｢３７.５時

間｣とし、同条第５項中｢４,０００,０００円｣とあるのは｢１,０００,０００

円｣とする。 

附 則 

 この要綱は、平成１５年１２月２５日から施行し、改正後の戸田市障害児 

（者）生活サポート事業助成金交付要綱の規定は、平成１５年４月１日から適

用する。 

附 則 

 この要綱は、平成１６年７月１５日から施行し、改正後の戸田市障害児 

（者）生活サポート事業助成金交付要綱の規定は、平成１６年４月１日から適

用する。 

   附 則 

 この要綱は、平成１８年４月１日から施行する。 



   附 則 

 この要綱は、平成２０年５月９日から施行し、改正後の戸田市障害児（者）

生活サポート事業助成金交付要綱の規定は、平成２０年４月１日から適用する。 



第１号様式（第４条関係） 

生活サポート事業助成金計算書  

 

助成金の交付決定額 

（Ａ） 

 

円     

 

 

助成金の既交付額  

（Ｂ） 

 

円     

 

交付決定額と既交付額 

との差額    (Ｃ) 

（Ａ）－（Ｂ） 

 

円     

 

団体の１時間当たりの 

単価 × ２ 

（Ｄ） 

 

円     

 

 

県要綱の単価 × ２ 

（Ｅ） 

 

円     

 

市要綱の基準単価  

（Ｆ） 

(Ｄ)と(Ｅ)を比較して 

少ない額 

 

円     

 

算 出 額 内 訳 

 基準単価(Ｆ) × 利用時間(Ｇ) ＝ 算出額(Ｈ) 

 

 

 

今回の助成金請求額 

（Ｉ） 

(Ｃ)と(Ｈ)を比較して 

少ない額 

      年度  第  四半期分 

  （    年  月分 ～    年  月分） 

                     円 

 

今回請求分までの累計 

（Ｊ） 

（Ｂ）＋（Ｉ） 

 

円     

 

(注) (Ｇ)の利用時間は、利用集計書の各四半期ごとの助成金請求利用時間と一致すること。 



第２号様式（第４条関係）                                                                                         ＮＯ．    

                   年度  生活サポート事業利用集計書 （団体名              ）単位：時間   

NO 登録番号 
 身・療・ 
その他 氏  名 区 分 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計 

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

    利用時間                           

    累 計                           
  

小     計 利用時間                           

合     計 利用時間                           

助 成 金 請 求 利 用 時 間 第１四半期計   第２四半期計   第３四半期計   第４四半期計     



 



 

 

第３号様式（第４条関係） 

 

生 活 サ ポ ー ト 事 業 利 用 記 録 簿  

 

 

    年  月分 

 

登録番号       登録利用者氏名                  

 

日 曜 
利用時間の 利用時間 

(単位：時間) 

従事職員 

氏  名 
利  用  内  容 備 考 

開 始 終 了 

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

  ： ：      

利 用 時 間 合 計   利用回数       回 

（注）１ 利用時間の開始及び終了は、２４時間表示とする。 

   ２ １回の利用ごとの利用時間に１時間未満の端数を生じた場合は、３０分未満 

は切り捨て、３０分以上６０分未満は０.５時間とする。 
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